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平成 21 年 3 月期第 4 四半期決算説明会概要 

平成 21 年 4 月 30 日 15:30～16:30 

於：ベルサール三田 

 

お断り：このメモは、決算説明会にご出席になれなかった方々の便宜のためにご参考として掲載する

ものであり、説明会でお話したことの全てを一字一句書き起こしたものではありません。当社ＩＲ・広報

担当の判断で、簡潔にまとめさせていただきました。ご了承ください。また、最終頁の注意書きもあわ

せてご覧ください。 

 

【CFO 江間より決算概要の説明】 

＜第 4 四半期（1～3 月）の連結業績＞ 

経営成績 

売上高：  829 億 25 百万円 （前年同期比、 38.9％減）  

営業利益： △60 百万円 （   同、     -  ） 

経常利益： 28 億 19 百万円 （   同、     85.8％減） 

四半期純利益： △278 億 34 百万円 （   同、     -  ） 

 

財政状態 

総資産： 5,910 億 96 百万円 

純資産： 3,380 億 09 百万円  

自己資本比率： 56.7％  

 

四半期業績について 

・ ペンタックスの前期の損益は下期から連結に加わっており、上期は入っていませんので、グル

ープの実質的な伸びを見るために、ペンタックスの前期の連結前の上期の業績を入れて計算し

てみますと、当期の HOYA グループの前期比伸び率は、売上高で 1,131 億円（19.9%）の減収、

営業利益で 393 億円（40.0％）の減益でした。 

・ 第４四半期（４Q）に構造改革を実施し、ペンタックス部門で減損処理をしました。４Q で、289 億

円を計上し、通期では 304 億円となりました。 

・ 当４Q で、当社が 98 年に四半期決算を開始して以降、四半期ベースでは初の赤字となりまし

た。 

・ 配当は、中間配当金１株当たり 30 円と、期末配当金 35 円を合わせて、合計 65 円としました。5

月に開催される取締役会で正式決定される予定です。 

・ 配当性向は、112％です。HOYA 単体は、リストラと減損により、損失となっておりますが、こうし

た構造改革の費用を株主様に負担していただくものではないと考えていますので、配当金額は

前期と同額といたしました。構造改革とリストラの影響を除いた場合の配当性向は約 50％です。

今後、ヘルスケア分野を中心に成長を加速し、事業の再構築と収益向上を考えていますので、

その意気込みもこめて、配当額は据え置きとしました。 

・ 損益については、当期の下期に、特にデジタル製品市場が低迷した関係で、需要が縮小し、当
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社においても、受注物量の減少と、為替の影響による製品単価の下落の影響を受け、厳しい業

績となりました。  

・ 当社の連結子会社 102 社のほとんどが海外にあります。為替の影響については、売上高では４

Q で 98 億 49 百万円のマイナスの影響が出ています。これを、売上高の前年同期比減少額 528

億91百万円から引きますと、事業ベースでは430億円の減収ということになります。内訳は、EO

（エレクトロオプティクス部門）で 262 億円、VC（ビジョンケア）で 11 億円のそれぞれマイナス、HC

（ヘルスケア）で 9 億円のプラス、ペンタックスで 155 億円のマイナスです。営業利益では、為替

の影響は、9 億 04 百万円のマイナスでした。営業利益は 181 億円の減益でしたが、この内、事

業ベースでは 172 億円のマイナスで、その内訳は、EO で 138 億円のマイナス、VC で 6 億円、

HC で 5 億円のそれぞれプラス、ペンタックスで 51 億円のマイナスでした。 

・ 連結で、４Q は 6 千万円の営業損失でした。セグメント別には、EO 部門では、HDD 用ガラスディ

スクと、マスクの部門が４Q は赤字でした。ブランクスは黒字、光学レンズについてはかろうじて

黒字を確保しました。ペンタックスは、76 億円の営業損失で、カメラ事業が損失の主要因です。

内視鏡は黒字ですが、連結前の数字を含めた通期の前年比較では減益です。 

・ ４Q の、連結ベースでの営業利益は 181 億円の減益でしたが、EO 部門の 136 億円の減益、ペ

ンタックス部門の 60 億円の減益が主要因です。EO ではほぼ全製品が前年同期比で減益となっ

ています。 

 

【COO 浜田より業績概況の説明】 

・ マスクブランクスは、2008 年後半からかつてないほど急激に需要が減少しました。ブランクスは

黒字をキープしていますが、マスクの方は厳しい状況です。ただ、当社の競争力が落ちているこ

とでは決してなく、業界全体がマイナスに動いていることによるものと思います。3 月後半から

4-6 月にかけて、少しずつ需要が戻ってきているようです。当社の得意先においては、在庫調整

で注文を絞ったようですが、急ブレーキを踏みすぎて、少し足りなすぎてその分が回復してきて

いる感じです。下期については不透明で何ともいえません。 

・ LCD（液晶）マスクは、４Q に需要が落ちました。業界の再編も見られます。マスク需要は 4-6 月

期に少し回復しているようです。台湾や韓国のパネルメーカーも稼働率が 70～90％と、3 月に比

べると上がってきているようです。しかし、最終製品の実需が本当に戻っているかは微妙です。 

・ メモリーディスクは、サブストレートもメディアも 1-3 月期は悪かったです。特にメディアはほぼゼ

ロに近かったです。4-6 月期に急回復を見せています。やはり、下期が不透明なので、各社慎重

に生産しているようです。 

・ 光学レンズは 1-3 月期にくらべると、4-6 月は良くなって、7-9 月もさらに少し回復するかもしれま

せんが、夏以降が不透明で見えません。 

・ ペンタックスのデジタルカメラは、前年と比べると 60％程度に縮小している。リストラして、拠点の

移転もして、組織は軽くなっており、固定費も下がっています。製品については、引き続きフルラ

インナップでやっていく予定です。 

・ 内視鏡は、3 ヶ月前と比べると、米国が急速に悪化しています。患者の数も減っているようだし、

2-3 月からは病院やクリニックで予算を抑える動きが見られました。 

・ 内視鏡は、現地通貨ベースでは 2 桁成長していますが、1-3 月期は前年同期でマイナス成長で
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した。IOL も患者数が減っているようです。 

・ コンタクトレンズの小売店「アイシティ」は、国内市場に加え、中国にも 8 店舗展開していて、今後

アジアでも伸ばして行きます。 

・ メガネレンズは、欧米で、為替の影響と、景気後退の影響を多少受けてはいますが、市場の成

長を上回るくらいの成長ができればいいと思っています。日本は市場が縮小しており、当社は新

ブランドの導入などを進めています。 

 

【CEO 鈴木より補足説明】 

・ EO は、足元では少し回復しています。1-3 月期に大きく縮んだ分が戻ってきたのでしょう。ただ、

「ダブル発注」を含んでいる可能性もあり、今のこの回復も 8 月くらいまでで、その辺りから少しず

つ落ちていくのではないでしょうか。EO の上期は、前期の 20％減くらいの売上が巡航と考えま

す。 

・ 消費材全般で市場が縮んでいくと思います。短期的に縮小ということではなく、長い時間かけて縮

んでいくのでしょう。 

・ そのようななかで、HOYA は、現在リストラを進めていますが、市場の縮小に追いついていない部

分があり、もう一段からだを縮める必要があると考えています。事業構造を変えて、拠点や工場を

移したリ、機能そのものを見直すということです。 

・ 今期の見通しは、3 ヶ月前より悪化しています。上期にリストラを進めて、厳しい環境でも収益が

出る構造にしていかないといけないと考えています。 

・ 今回の特損は、保守的に見て、今処理できるものは処理していこうと考えたものです。背負うもの

が軽くなり将来収益を生み出す BS にしたということもあります。 

・ 配当については、キャッシュ・ニーズを考慮して決めました。今後、M&A の機会もでてくるかも知れ

ませんが、現状では、設備投資も下がり、キャッシュフローは健全で、しばらくキャッシュが溜まっ

ていく状況にあるので、それらを考慮して、前年と同額にしました。 

 

【質疑応答】 

Q：MA&の方針を教えてください？ 

A：（鈴木 CEO）“シナジー効果”を意識しており、ターゲットははっきりしています。外部環境を考えると、

もう少し待ったほうがいいかなと考えます。それから、新しい事業や技術の獲得を考えています。 

 

Q：今期の設備投資と減価償却の見込みは？減損の内訳と、今期の人員削減等の施策による固定費

の削減効果はどの程度ですか？  

A：（江間 CFO）今期の設備投資は 220 億円、減価償却は 375 億円を見込んでいます。事業環境によ

り変化することはあります。特損は、ペンタックス買収のときののれんが大部分を占め、そのほか、

特許権と固定資産の減損が含まれます。固定費削減効果については未確定です。 

 

Q：今は厳しいが、今後市場が回復した後の、成長イメージをお聞かせください。 

A：（鈴木 CEO）EO 部門の成長は難しいと考えていますので、事業の効率化を進め、キャッシュ・カウと

いう位置づけにします。内視鏡等のメディカル分野は市場の大きな伸びは見込んでいませんが、
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シェアが低い割には、No,2、No,3 の地位を確保しており、シェア獲得による成長が可能な事業と考

えています。3 つ目は、次の成長の「核」となる事業を M&A していく必要があると考えます。個人的

には、今の EO とは異なるような"テクノロジー"で成長したいと考えます。 

 

Q：「ダブル発注」とはどういう意味ですか？また、当社における季節性を教えてください。 

A：（浜田 COO）得意先においても、下期の環境が見えない今、回復したときのことも想定して多めに

注文しているかもしれないということで、実需によるものではないかもしれないということです。当社

は、そういう状況では、マクロデータを含め、各製品の部材から完成品までのチェーンを注意深く

検証していく必要があると考えています。季節性については、今のこの状況では過去の経験は当

てはまらないと思います。 

 

 

以上 

 

本資料中には将来の当社の業績・当社を取り巻く業界の環境に対する予想の部分があります。これ

は当社および当社グループが現時点で入手可能な情報から得られた判断に基づいておりますが、リ

スクや不確実性を含んでおり、その内容の完全性・正確性を会社として保証するものではありません。

従いまして、これらの予想の部分に全面的に依拠して投資判断を下すことはお控えくださるようにお

願いいたします。実際の業績・業界環境は、様々な要素により、これら予想とは大きく異なる結果とな

りうることをご承知おき下さい。投資等の最終決定は、ご自身の判断でなさるようにお願いいたします。

投資の結果に対する責任は負いかねますのでご了承ください。 


